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議 題

令和３年人事院勧告時報告①

議事の概要

○ 議題「令和３年人事院勧告時報告①」について、担当局から「公務員人事管理

に関する報告」の文案の概要の説明があった。

○ これに対し、以下のような意見があった。

「１ 人材の確保及び育成」関係

(1) 志望者拡大に向けた取組

・ 目的をより具体的に書けないか。

(2) 「デジタル区分」の新設等

・ デジタル庁で、量・質ともに今までと異なる民間人材の採用が行われるこ

とについて、行政全体としてその経験を共有し、今後の公務員制度の在り方

を考えていくことが必要。

(3) 民間との人材の交流

・ 任期付採用の承認の基準化について、その内容を分かりやすく記述してほ

しい。

(4) 女性の採用及び登用の促進

・ 昨年までの取組とどう違うのか、本年度何をするのかをより明確にできな

いか。

(5) 研修を通じた人材育成

・ マネジメント研究について、何を変え、どうカリキュラムを充実させるの

か、具体的に記述できないか。



「３ 良好な勤務環境の整備」関係

(1) 長時間労働の是正

・ 人事担当課長の聴取だけで終わりではなく、各府省の取組状況を踏まえつ

つ、組織全体としての取組を促していくことが大切ではないか。

・ 指導の強化のため、増員要求も必要ではないか。

・ 国会対応業務の改善は喫緊の課題との声が大きい。

(2) テレワーク等の柔軟な働き方に対応した勤務時間制度等の研究

・ デジタライゼーションのみではなく、デジタルトランスフォーメーション

等により仕事のやり方そのものが変わっていくことも重要ではないか。

「４ 定年の引上げ及び能力・実績に基づく人事管理の推進」関係

(2) 能力・実績に基づく人事管理の推進

・ ウェブを活用した面談も重要ではないか。

・ 評価者向け研修についても、ＰＤＣＡの観点から、従来の取組をどう評価

し、昨年と比べてどう進歩・変化しているのかが見えるように書けないか。

○ 議題については、会議における指摘を踏まえて文案を修正し、改めて人事院会

議に諮ることとされた。


